
（ １ ） 基 礎 形 式 の 考 え 方 に つ い て  

（ １ － １ ） 直 接 基 礎 の 考 え 方  

 直 接 基 礎 は 小 規 模 で 浅 い た め 、 上 部 構 造 物 の 荷 重

が 比 較 的 小 さ い 、 す な わ ち 、 支 間 長 が 短 い 橋 梁 の 橋

脚 ・ 橋 台 や 躯 体 高 さ が 低 い 高 架 橋 の 基 礎 に 適 用 さ れ

る 。  

浅 い 基 礎 の た め 、 地 表 近 く に 支 持 層 が あ る こ と が

条 件 と な る 。 直 接 掘 削 し て 土 質 を 確 認 す る こ と が で

き る た め 、 確 実 性 の 高 い 基 礎 で あ る 。 ま た 、 掘 削 量

が 少 な く 、 大 型 施 工 機 械 は 不 要 で あ る た め 、 施 工 ヤ

ー ド が 狭 く て も 施 工 可 能 で あ る 。  

（ １ － ２ ） 杭 基 礎 の 考 え 方  

上 部 構 造 物 の 荷 重 に 対 し て 、 杭 の 位 置 を バ ラ ン ス

よ く 配 置 さ せ 、効 率 よ く 支 持 さ せ な け れ ば な ら な い 。

荷 重 が 大 き く な る と 、 杭 本 数 が 増 え 、 ま た は 、 杭 径

を 大 き く し な け れ ば な ら な い た め 、 隣 接 杭 と の 距 離

が 大 き く な り 、 広 大 な 用 地 が 必 要 と な る 。  

地 盤 と し て は 、 盛 土 部 や 支 持 層 が 深 さ ５ ～ 3 0 ｍ 程

度 の 場 合 に 適 用 さ れ る 。 ま た 、 掘 削 時 に お い て は 、

杭 打 機 （ 大 型 機 械 ） が 配 置 ・ 移 動 で き る ヤ ー ド が 必

要 と な る 。  

（ １ － ３ ） ケ ー ソ ン 基 礎 の 考 え 方  

 基 礎 構 造 物 が 大 き い た め 、 上 部 構 造 物 の 荷 重 が 大

き い 場 合 （ 長 大 橋 梁 の 橋 台 等 ） や 、 孔 壁 を 兼 用 し た

土 留 め （ 締 め 切 り ） を 設 置 し て 、 河 川 中 ま た は 海 中

に 橋 脚 を 構 築 す る 場 合 に 適 用 さ れ る 。  

 中 間 層 に 礫 が あ る 場 合 や 支 持 層 が 3 0 ｍ 以 深 と な

る 軟 弱 地 盤 で 主 に 適 用 さ れ る 。 ま た 、 オ ー プ ン ケ ー

ソ ン で は 掘 削 機 （ 大 型 機 械 ） が 配 置 ・ 移 動 で き る ヤ

ー ド が 必 要 と な る 。  

（ ２ ） 軌 道 に 近 接 し た 場 所 打 ち 杭 構 築 時 の 留 意 点  

（ ２ － １ ） 安 全 対 策  

直接基礎・杭基礎・ケーソン基礎の３種類の基礎形式について地盤条件・

上部構造物の荷重条件の観点からそれぞれの基礎形式の考え方を述べ、

また、地表にある軌道に近接して新たに鉄道高架橋基礎（場所打ち杭）を

構築する際の留意点を述べよ 

記 入 者    

作 成 日   〇 月 〇 日  

問 題 番 号 H 2 3   

添 削 履 歴  ０  答 案  

機構・原理と長所・

短所特徴が簡潔に述

べられています。 



 近 接 す る 軌 道 や 周 辺 地 盤 に 変 形 を 与 え な い よ う に 、

土 留 め や 薬 液 注 入 ・ ケ ー シ ン グ で 防 護 を 行 う 。 軌 道

へ の 影 響 度 合 い を 確 認 す る た め 、 レ ー ル 天 端 、 孔 壁

や ケ ー シ ン グ の 測 量 を 行 う 。周 辺 地 盤 に 変 位 が な く 、

軌 道 の み が 沈 下 し て い る 際 、 変 位 が ５ m m 未 満 の 場

合 、 計 測 頻 度 を 上 げ て 監 視 す る 。 ５ m m 以 上 沈 下 し

た 場 合 、 一 旦 施 工 を 中 断 し 、 周 辺 の 軌 道 整 備 （ 軌 道

扛 上 等 ）、 ま た は 、 夜 間 で の 施 工 に 変 更 す る 。  

ま た 、 施 工 機 械 が 大 型 で あ る た め 、 転 倒 対 策 と し

て 、 据 付 位 置 周 辺 の 地 盤 を 改 良 す る こ と や 、 敷 き 鉄

板 を 使 用 す る 。  

（ ２ － ２ ） コ ス ト 管 理  

 施 工 ヤ ー ド が 広 い 場 合 は 、 最 も 大 型 な 機 械 で あ る

ア ー ス ド リ ル を 適 用 す る 。 施 工 ヤ ー ド が 狭 い 場 合 や

空 頭 に 余 裕 が な い 場 合 、 起 電 線 や 電 車 線 に 近 接 し て

い る 場 合 は 、 掘 削 機 械 が コ ン パ ク ト な B H 機 や T B H

機 を 適 用 す る 。 ま た 、 泥 水 に よ り 孔 壁 を 防 護 で き な

い 場 合 、 費 用 は 高 く な る が 、 オ ー ル ケ ー シ ン グ 工 法

を 適 用 す る 。  

（ ２ － ３ ） 確 実 性  

 掘 削 時 、 松 杭 な ど が 支 障 す る 場 合 、 事 前 に 撤 去 す

る 必 要 が あ る が 、 障 害 物 探 査 や 撤 去 に 費 用 を 要 す る

た め 、 掘 削 ビ ッ ト の 回 転 ・ 掘 削 能 力 が 高 い 鋼 管 杭 を

採 用 す る 。 杭 長 が 短 い 場 合 は 、 大 孔 径 が 可 能 で 人 力

で の 撤 去 が 可 能 な 深 礎 杭 を 適 用 す る 。  

留意点としては、安全性、経済

性、品質管理などが向上する方

策を提案するとよいでしょう。

現実的な既存の施設状況を想定

して、実現性の高い提案をして

ください。 

問題点がある場合は、具体的に

どう対処すべきか。代替案を提

案する。 


